
（※

植
え
付
け
は
４
月
１
日
を
基
準
に
し
て
記

載
し
て
い
ま
す
。）

⒈
生
育
・
水
管
理

○
中
干
し
後
は
走
水
の
後
、
間
断
灌
水
を
行
い

ま
し
ょ
う
。

○
穂
肥
は
幼
穂
長
１
㎝
（
出
穂
15
〜
20
日
前
）

を
目
途
に
行
い
ま
し
ょ
う
。

○
い
も
ち
病
を
確
認
し
た
ら
速
や
か
に
防
除
し

ま
し
ょ
う
。

キ
シ
ュ
ウ
ス
ズ
メ
ノ
ヒ
エ
撲
滅
作
戦
！

⒈
畦
畔
の
こ
ま
め
な
草
刈
徹
底

○
雑
草
を
水
田
内
に
残
さ
ず
取
り
除
き
ま
し
ょ

う
。

⒉
キ
シ
ュ
ウ
ス
ズ
メ
ノ
ヒ
エ
に
効
果
の
あ
る
除

草
剤

○
毎
年
キ
シ
ュ
ウ
ス
ズ
メ
ノ
ヒ
エ
が
発
生
す
る

圃
場
で
は
、
ボ
デ
ー
ガ
ー
ド
プ
ロ
（
１
キ
ロ
粒

剤
・
フ
ロ
ア
ブ
ル
・
ジ
ャ
ン
ボ
）

○
水
田
内
で
キ
シ
ュ
ウ
ス
ズ
メ
ノ
ヒ
エ
の
発
生

が
見
ら
れ
た
ら
、
ク
リ
ン
チ
ャ
ー
Ｅ
Ｗ
を
散
布

し
ま
し
ょ
う
。

　
日
差
し
が
強
く
な
っ
て
い
る
の
で
、
日
中
は

ハ
ウ
ス
内
の
温
度
を
極
力
下
げ
、
き
ゅ
う
り
の

消
耗
（
蒸
散
）
を
減
ら
す
管
理
を
行
っ
て
く
だ

さ
い
。ま
た
、多
回
数
灌
水
に
努
め
て
く
だ
さ
い
。

　
病
害
虫
の
防
除
は
、
温
度
管
理
、
湿
度
管
理
、

草
勢
維
持
に
努
め
病
気
の
出
に
く
い
環
境
を
作

る
こ
と
が
大
切
で
す
。
併
せ
て
、
農
薬
防
除
ロ

ー
テ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
散
布
を
行
い
ま
し
ょ

う
。
ハ
ウ
ス
内
外
の
除
草
も
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
き
ゅ
う
り
黄
化
え
そ
病
（
Ｍ
Ｙ
Ｓ
Ｖ
）
の
媒
介

虫
の
ミ
ナ
ミ
キ
イ
ロ
ア
ザ
ミ
ウ
マ
が
増
加
し
て
い

ま
す
。
防
除
の
徹
底
及
び
、
発
症
株
の
早
期
抜
根

の
徹
底
、
栽
培
終
了
後
は
早
急
に
片
付
け
を
行
い

次
作
に
備
え
た
予
防
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
曇
雨
天
が
続
い
て
い
た
こ
と
、
数
量
が
一
時

的
に
増
え
た
こ
と
で
樹
勢
低
下
し
て
い
ま
す
の

で
、
樹
勢
維
持
に
努
め
て
く
だ
さ
い
。

　
日
中
の
直
射
日
光
に
よ
り
果
実
の
日
焼
け
が

出
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
の
で
、
２
重
ビ
ニ
ー
ル

を
利
用
し
、
日
焼
け
防
止
を
し
て
く
だ
さ
い
。

コ
ナ
ジ
ラ
ミ
の
防
除
は
収
穫
終
了
ま
で
継
続
し

て
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
併
せ
て
次
年
度
作
の
準
備
も
計
画
的
に
行
い

ま
し
ょ
う
。
特
に
青
枯
れ
、
褐
色
根
腐
病
等
の

土
壌
病
害
が
発
生
し
た
圃
場
に
つ
い
て
は
、
必

ず
陽
熱
消
毒
や
土
壌
還
元
消
毒
を
行
っ
て
く
だ

さ
い
。
セ
ン
チ
ュ
ウ
対
策
も
忘
れ
ず
に
。

　
日
中
の
直
射
日
光
に
よ
り
果
実
の
日
焼
け
が

出
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
の
で
、
２
重
ビ
ニ
ー
ル

を
利
用
し
、
日
焼
け
防
止
を
し
て
く
だ
さ
い
。

コ
ナ
ジ
ラ
ミ
の
防
除
は
収
穫
終
了
ま
で
継
続
し

て
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
併
せ
て
次
年
度
作
の
準
備
も
計
画
的
に
行
っ

て
く
だ
さ
い
。
特
に
線
虫
や
褐
色
根
腐
病
、
青

枯
病
な
ど
の
土
壌
病
害
虫
の
被
害
が
発
生
し
た

圃
場
や
土
壌
に
つ
い
て
は
、
必
ず
陽
熱
消
毒
や

土
壌
還
元
消
毒
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
収
穫
が
終
わ
っ
た
圃
場
は
、
速
や
か
に
株
の

処
理
を
行
い
、
土
壌
消
毒
の
準
備
を
し
て
下
さ

い
。
来
シ
ー
ズ
ン
の
為
の
大
切
な
作
業
で
す
。

十
分
に
陽
熱
消
毒
の
期
間
が
と
れ
る
よ
う
に
段

取
り
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
ま
た
、
土
壌
分
析
の
早
め
の
提
出
を
行
い
、

計
画
的
な
施
肥
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
灰
色
カ
ビ
、
晩
腐
な
ど
の
病
気
は
も
ち
ろ
ん

で
す
が
、
高
温
・
乾
燥
に
よ
り
ハ
ダ
ニ
や
ス
リ

ッ
プ
ス
が
発
生
し
や
す
く
な
る
た
め
、
注
意
し

て
く
だ
さ
い
。
発
生
時
期
に
よ
っ
て
は
加
害
す

る
部
位
も
違
う
よ
う
で
す
。
軸
が
黒
く
な
っ
た

り
、
実
に
傷
が
入
っ
て
商
品
価
値
が
著
し
く
低

下
し
ま
す
。
適
期
で
の
防
除
が
必
要
で
す
。
ま

た
、
果
実
肥
大
期
の
ホ
ラ
イ
ズ
ン
（
Ｄ
Ｆ
）
の

使
用
は
、
花
粉
の
溶
脱
に
十
分
に
注
意
し
て
く

だ
さ
い
。

【
防
除
】

　
ア
ブ
ラ
ム
シ
類
・
ハ
マ
キ
ム
シ
類

　
デ
ィ
ア
ナ
Ｗ
Ｄ
Ｇ
　
５
０
０
０
〜
１
０
０
０
０
倍

　
晩
腐
病
・
べ
と
病
・
褐
斑
病

　
ホ
ラ
イ
ズ
ン
（
Ｄ
Ｆ
）　
２
５
０
０
倍

　
べ
と
病

　
レ
ー
バ
ス
（
Ｆ
Ｌ
）　
２
０
０
０
〜
３
０
０
０
倍

※

縮
果
症
対
策

　
水
廻
期
の
摘
房
や
枝
整
理
は
、
縮
果
症
を
招

く
為
行
わ
な
い
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　
新
梢
の
伸
長
を
促
進
し
、
母
枝
の
充
実
を
図

る
た
め
、
最
低
15
℃
以
上
で
管
理
し
て
く
だ
さ

い
。
発
芽
後
は
、
新
梢
の
充
実
を
図
る
た
め
、

昼
温
は
25
℃
を
目
安
に
管
理
し
、
温
度
が
上
が

り
す
ぎ
な
い
よ
う
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
（
30

℃
を
超
え
る
と
緑
化
前
に
花
芽
が
上
が
っ
て
き

ま
す
）。

　
ま
た
、
花
の
１
ヶ
月
前
ま
で
に
は
除
草
剤
等

で
雑
草
の
除
去
や
防
除
を
徹
底
し
て
下
さ
い
。

（
ス
リ
ッ
プ
ス
と
カ
イ
ガ
ラ
ム
シ
対
策
）
水
管

理
は
、
根
痛
み
し
な
い
程
度
に
た
っ
ぷ
り
灌
水

を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
６
月
上
旬
か
ら
蒸
し
込

み
を
行
い
、
出
蕾
の
ピ
ー
ク
を
確
認
し
た
ら
、

温
度
を
下
げ
て
い
き
ま
す
。

　
出
蕾
し
た
ら
10
日
程
度
で
、
開
花
し
ま
す
。

こ
の
一
番
花
の
開
花
を
６
月
25
日
頃
に
な
る
よ

う
目
指
し
て
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

※

開
花
期
間
中
は
、
午
前
中
の
樹
上
潅
水
及
び

農
薬
散
布
は
行
わ
な
い
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

【
防
除
】

　
ア
ザ
ミ
ウ
マ
類
・
カ
イ
ガ
ラ
ム
シ
類

　
モ
ス
ピ
ラ
ン
（
顆
溶
）
２
０
０
０
倍
　
14
日

　
ア
ザ
ミ
ウ
マ
類

　
ス
ピ
ノ
エ
ー
ス
（
Ｆ
Ｌ
）
５
０
０
０
倍
　
７
日

　
灰
色
か
び
病
・
黒
点
病

　
ス
ト
ロ
ビ
ー
（
Ｄ
Ｆ
）
３
０
０
０
倍
　
14
日

農
産
園
芸
部
門

早
期
水
稲

大
玉
ト
マ
ト

ミ
ニ
ト
マ
ト

イ
チ
ゴ

ブ
ド
ウ

キ
ン
カ
ン

ハ
ウ
ス
胡
瓜

農
営

ル
ファ
イ

農 

作 

業 

メ 
モ

大玉トマト部会目揃え会

部 会

ＪＡ尾鈴露地胡瓜部会品種説明会

　４月18日、ＪＡ尾鈴露地胡瓜部会は品種説明会

を開き、部会員、ＪＡ指導員あわせて10名が参加

しました。㈱埼玉原種育成会と㈱久留米原種育成

会が露地栽培に適した品種をそれぞれ４～５種類

紹介。また、基本的な栽培ポイントについても説

明がありました。説明会後には、普及センター黒

木尚主査が今後の天候の見通しについて説明。夏

場の焼けや草勢低下に注意し潅水をこまめに行う

よう呼びかけました。

　同部会はこれから定植を行い、７月頃に出荷の

ピークを迎えます。

　４月26日、ＪＡ尾鈴大玉トマト部会は、ゴール

デンウィークの出荷に向け、目揃え会を開き生産

者10名が参加しました。山本浩一副部会長は「天

候などの影響で出荷量が例年に比べ少ないため品

質が重要になる。特に色合いに注意して、より高

品質なトマトの出荷に努めていきたい」と話され

ました。

　この日は前日に出荷されたものを並べ、主に出

荷時の色合いについて確認。ＪＡ尾鈴営農指導課・

藤野晃暉職員は「個人ごとの色のばらつきが見ら

れる。選果場でも確認を行うが、色合いを意識し

て収穫・選果をしてほしい」と呼びかけました。

出荷は５月下旬頃まで続き、会員18名が510ａを

作付けし、670ｔの出荷量を目指します。

ゴーヤ研究会目揃え会

　ゴーヤ研究会は５月10日、ＪＡ尾鈴中央選果場にて

目揃え会を行い、会員、ＪＡ職員合わせ11名が参加し

ました。当日出荷されたゴーヤを参考に形状、大き

さ、等級を確認。同会長の鶴輪耕治さんは「気温が

低い分、出荷までの日数はかかるが、雨が少なく昨

年より良いゴーヤが出来ている。目揃え会でしっか

り等級を確認し、品質の高いゴーヤをたくさん出荷

していきたい」と話されました。目揃え会後は講習

会を行い、今後の天候と栽培管理ポイントについて、

普及センターの黒木尚主査が説明しました。

　同研究会は今年度、会員７名が１haを栽培し、

17ｔを出荷する見込みです。

色合いを確認する部会員

説明を聞く部会員
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等級を確認し合う部会員
混用

混用


